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『
一
人
息
子
』
と
い
う
１
９
３
６
年
小
津
安
二
郎
監
督
の
映
画
が
あ
る
。
大
正
末

期
、信
州
の
田
舎
で
母
は
学
業
成
績
が
優
秀
だ
っ
た
一
人
息
子
の
立
身
出
世
の
た
め
、

生
糸
工
場
で
身
を
削
っ
て
働
き
、
東
京
の
学
校
に
進
学
さ
せ
る
。
１２
年
後
に
母
は
成

長
し
た
息
子
に
会
う
た
め
上
京
す
る
が
、
息
子
は
都
会
で
夢
に
や
ぶ
れ
、
定
時
制
の

教
師
を
し
て
い
る
。「
都
会
／
学
歴
」
に
幸
せ
を
求
め
た
人
間
の
姿
を
小
津
は
描
き
、

山
村
僻
地
に
お
け
る
「
学
校
」
と
い
う
装
置
の
果
た
し
て
き
た
意
味
、
幸
せ
の
あ
り

方
を
現
在
の
私
達
に
問
い
か
け
る
。

前
任
校
で
あ
る
岐
阜
県
立
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
の
学
生
た
ち
を
連
れ
、
旧
高
根

村
（
現
高
山
市
）
日
和
田
の
本
集
落
か
ら
ま
だ
数
キ
ロ
奥
に
あ
る
高
原
上
の
「
開
発
」

と
い
う
名
の
小
さ
な
集
落
に
入
っ
た
。

戦
後
の
引
き
揚
げ
者
が
開
発
し
た
、
名
の
通
り
の
集
落
で
あ
る
。
昭
和
２０
年
代
、

入
植
者
は
木
を
伐
採
・
搬
出
し
て
製
材
し
、
小
さ
な
小
屋
を
建
て
、
牛
を
１
頭
飼
い
、

ラ
ン
プ
を
灯
し
て
さ
さ
や
か
な
生
活
を
始
め
た
。

一
人
暮
ら
し
を
す
る
７０
代
後
半
の
女
性
の
話
は
戦
前
か
ら
始
ま
る
。
諏
訪
で
働
い

た
糸
引
工
女
時
代
。（
野
麦
峠
は
こ
の
村
に
あ
る
）
村
に
鉛
筆
工
場
が
出
来
て
、
諏
訪

に
行
か
な
く
て
済
ん
だ
こ
と
。
結
婚
、
そ
し
て
開
拓
。
現
金
収
入
を
求
め
て
夫
が
木

曽
谷
へ
杣
仕
事
に
行
っ
て
い
た
こ
と
。
溢
れ
出
る
彼
女
の
語
り
に
学
生
は
惹
き
込
ま

れ
て
い
く
。

林
業
の
学
校
で
あ
っ
た
前
任
校
の
学
生
の
多
く
は
、
山
の
生
活
や
そ
の
自
然
に
憧

れ
て
や
っ
て
来
る
。
一
流
大
学
を
卒
業
し
、
大
手
企
業
の
生
活
に
終
止
符
を
打
ち
、
出

直
そ
う
と
い
う
若
者
も
少
な
く
な
い
。

学
歴
社
会
に
あ
っ
て
は
「
勝
ち
組
」
で
あ
っ
た
若
者
達
が
村
へ
と
回
帰
す
る
。「
自

然
／
人
の
繋
が
り
」
を
求
め
て
都
市
を
離
れ
る
。
彼
ら
に
と
っ
て
、
山
で
生
き
た
人
々

か
ら
学
ぶ
事
は
多
い
。
こ
の
聴
き
取
り
を
行
っ
た
若
者
た
ち
は
卒
業
後
、
飛
騨
・
奥

美
濃
・
秩
父
と
そ
れ
ぞ
れ
の
山
で
新
た
な
暮
ら
し
を
始
め
た
。

若
者
た
ち
に
山
で
仕
事
の
選
択
肢
の
一
つ
を
提
供
す
る
の
は
、
現
在
全
国
に
２
０

０
０
以
上
も
あ
る
自
然
学
校
で
あ
る
。
自
然
学
校
に
は
「
都
会
／
学
歴
」
に
背
を
向

け
て
新
し
い
仕
事
の
領
域
を
「
開
拓
」
し
て
き
た
先
輩
た
ち
が
い
る
。
今
回
は
北
海

道
の
大
地
に
夢
を
賭
け
た
３
人
を
紹
介
す
る
。

※
自
然
学
校
と
は
自
然
の
中
で
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
を
対
象
に
、
通
年
の
自
然
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
う
施
設
の
総
称

幸
せ
の
あ
り
方
　

│
北
の
大
地
に
夢
を
描
い
た
３
人
の
話
│

高
田
　
研

「
自
然
／
人
の
繋
が
り
」

を
求
め
る
若
者
達

巻 頭 言



プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
う
施
設
の
総
称
。

１
９
８
１
年
、
ま
だ
そ
の
よ
う
な
「
遊
び
」
で
飯
を
食
う
こ
と
な
ど
誰
も
思
い
つ

か
な
か
っ
た
頃
、
�
野
隆
一
郎
（
１
９
５
７
年
生
ま
れ
、
鹿
児
島
）
は
大
雪
山
国
立

公
園
、
道
内
で
は
最
も
標
高
の
高
い
湖
の
然
別

し
か
り
べ
つ

湖
畔
に
移
住
す
る
。
湖
に
住
む
古

老
の
生
き
様
と
語
り
に
惹
か
れ
て
こ
の
場
所
を
選
ん
だ
と
彼
は
語
る
。

彼
は
湖
畔
の
観
光
ホ
テ
ル
の
宿
泊
客
に
対
し
て
、
然
別
湖
の
豊
か
な
自
然
の
体
験

を
提
供
す
る
仕
事
を
始
め
た
。
ナ
キ
ウ
サ
ギ
の
生
息
す
る
東
雲
湖
へ
の
ガ
イ
ド
ツ
ア

ー
か
ら
始
ま
っ
た
事
業
は
１
９
９
０
年
に
有
限
会
社
「
然
別
湖
ネ
ー
チ
ャ
ー
セ
ン
タ

ー
」
を
設
立
、
熱
気
球
、
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
、
カ
ヌ
ー
、
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
（
自
然
観
察
）

の
有
料
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
う
。

有
料
ガ
イ
ド
の
草
分
け
で
あ

っ
た
。

オ
フ
シ
ー
ズ
ン
で
あ
っ
た

冬
の
湖
上
に
温
泉
ジ
ャ
グ
ジ

ー
（
氷
上
露
天
風
呂
）、
ア
イ

ス
バ
ー
、
星
野
道
夫
の
氷
上

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
な
ど
を
出
現

さ
せ
、
１
９
９
４
年
か
ら
は

国
内
初
の
体
験
型
修
学
旅
行

を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
し
、
顧
客

の
拡
大
を
図
っ
た
。

妻
子
は
山
麓
の
鹿
追
町
に

住
み
、
�
野
は
湖
畔
に
あ
る

国
設
野
営
場
の
一
角
を
宿
舎

と
し
て
、
若
い
ス
タ
ッ
フ
達

や
愛
犬
と
寝
食
を
共
に
し
な
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が
ら
の
仕
事
で
あ
る
。

１
９
９
９
年
か
ら
本
田
技
研
工
業
（
株
）
に
そ
の
手
腕
を
買
わ
れ
、
新
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
自
然
活
用
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
参
画
。
栃
木
県
に
あ
る
サ
ー
キ
ッ
ト
場
ツ

イ
ン
リ
ン
ク
も
て
ぎ
内
に
『
ハ
ロ
ー
ウ
ッ
ズ
』
と
い
う
大
き
な
自
然
学
校
を
開
設
し
、

そ
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。「
自
然
学
校
」
と
い
う
枠
組

み
を
常
に
作
り
変
え
る
人
物
で
あ
る
。

然
別
湖
ネ
ー
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
　http://w

w
w
.netbeet.ne.jp/̃nature/

ツ
イ
ン
リ
ン
グ
も
て
ぎ
　
ハ
ロ
ー
ウ
ッ
ズ
　http://w

w
w
.honda.co.jp/hellow

oods/

霧
多
布
湿
原
は
釧
路
と
根
室
を
結
ぶ
海
岸
線
の
中
ほ
ど
に
あ
る
。
伊
東
俊
和
（
１

９
５
１
年
生
ま
れ
、
東
京
）
の
山
小
屋
風
の
お
し
ゃ
れ
な
デ
ザ
イ
ン
の
自
宅
は
そ
の

湿
原
か
ら
す
こ
し
丘
を
登
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
１
階
の
大
き
な
ガ
ラ
ス
張
り
の
リ

ビ
ン
グ
か
ら
１０
ヘ
ク
タ
ー
ル
も
あ
る
庭
？
で
あ
る
原
野
が
遥
か
向
こ
う
の
森
へ
と
続

い
て
い
る
。
ゆ
っ
く
り
と
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
エ
ゾ
シ
カ
の
群
れ
が
通
り
過
ぎ
る
の

を
眺
め
る
。
冬
場
に
は
ハ
ク
チ
ョ
ウ
、
時
に
は
ヒ
グ
マ
も
や
っ
て
来
る
。

原
野
は
こ
の
場
所
で
農
業
を
試
み
、
入
植
し
開
拓
し
た
夫
婦
の
夢
の
跡
で
あ
る
。

質
素
で
小
さ
な
板
張
り
の
開
拓
家
屋
と
原
野
を
買
い
取
り
住
み
始
め
た
が
、
冬
の
寒

さ
の
た
め
に
風
邪
を
こ
じ
ら
せ
、
医
者
か
ら
は
こ
の
家
に
あ
な
た
が
住
む
の
は
無
理

だ
と
止
め
ら
れ
た
と
い
う
。
道
東
開
拓
の
厳
し
さ
と
こ
の
地
に
長
年
生
活
さ
れ
た
老

夫
婦
の
苦
労
が
偲
ば
れ
る
。

１
９
７
９
年
（
株
）
キ
ュ
ー
ピ
ー
の
社
員
で
あ
っ
た
伊
東
は
東
京
本
社
か
ら
札
幌

支
店
に
転
勤
に
な
り
、
商
用
で
根
室
市
に
向
か
っ
て
い
た
。
途
中
猛
吹
雪
に
遭
い
、

浜
中
町
で
足
止
め
さ
れ
て
し
ま
う
。
そ
れ
が
彼
と
霧
多
布
湿
原
と
の
出
会
い
で
あ
っ

�
野
隆
一
郎

『
ハ
ロ
ー
ウ
ッ
ズ
』

ツ
イ
ン
リ
ン
ク
も
て
ぎ

伊
東
俊
和

『
霧
多
布
湿
原
セ
ン
タ
ー
』
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

霧
多
布
湿
原
ト
ラ
ス
ト
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き
た
。
個
人
会
員
２
５
４
５
人
、
法
人
会
員
１
４
１
団
体
。
保
全
地
は
民
有
地
の
約

２８
パ
ー
セ
ン
ト
の
３
４
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
２
０
０
７
年
４
月
）
に
達
し
て
い
る
。

２
０
０
５
年
に
は
霧
多
布
湿
原
ト
ラ
ス
ト
が
指
定
管
理
者
と
な
り
、
町
営
だ
っ
た

霧
多
布
湿
原
セ
ン
タ
ー
運
営
を
受
託
。
伊
東
は
町
を
退
職
し
て
ト
ラ
ス
ト
事
務
局
長

と
し
て
館
の
運
営
に
関
与
。
現
在
は
行
政
の
枠
で
は
出
来
な
か
っ
た
エ
コ
ツ
ア
ー
を

始
め
、
地
域
づ
く
り
と
そ
の
商
品
開
発
に
奔
走
し
て
い
る
。

長
期
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
お
世
話
に
な
り
、
こ
こ
で
湿
原
の
保
全
に
つ
い
て

学
ん
だ
学
生
は
現
在
飛
騨
市
河
合
（
旧
河
合
村
）
に
入
り
、
県
立
自
然
公
園
「
天
生

湿
原
」
の
保
全
に
尽
力
し
て
い
る
。

霧
多
布
湿
原
セ
ン
タ
ー
　http://w

w
w
.kiritappu.or.jp/center/

特
定
非
営
利
活
動
法
人
　
霧
多
布
湿
原
ト
ラ
ス
ト
　http://w

w
w
1.ocn.ne.jp/̃w

etlands/

「
小
人
に
な
る
か
ら
暫
く
目
を
閉
じ
て
い
て
。」
ブ
ツ
ブ
ツ
と
な
に
や
ら
呪
文
を
唱

え
る
と
、
高
木
晴
夫
（
１
９
５
４
年
生
ま
れ
、
千
葉
）
は
森
の
奥
へ
と
入
っ
て
い
っ

た
。「
も
う
眼
を
開
け
て
い
い
よ
。」
彼
は
ブ
ナ
巨
木
の
下
で
小
人
の
よ
う
に
見
え
た
。

子
ど
も
達
を
こ
の
森
に
案
内
し
た
と
き
に
は
必
ず
や
っ
て
見
せ
る
そ
う
だ
。
渡
島

郡
黒
松
内
町
（
人
口
３
３
１
３
人
／
２
０
０
７
年
現
在
）
に
は
平
均
樹
齢
１
１
０
年
、

約
１
０
０
０
本
か
ら
な
る
北
限
の
ブ
ナ
純
林
が
あ
る
。
林
は
国
有
林
で
戦
中
・
戦
後

２
度
も
伐
採
計
画
が
持
ち
上
が
っ
た
が
、
住
民
の
熱
意
で
守
ら
れ
て
き
た
経
緯
が
あ

る
。
町
長
の
奥
さ
ん
も
出
演
す
る
ブ
ナ
を
守
る
市
民
劇
が
あ
る
ら
し
い
。

高
木
は
大
学
を
卒
業
後
貿
易
商
社
に
勤
め
、
外
為
か
ら
建
具
、
家
具
の
輸
入
の
仕

事
。
そ
の
後
、
リ
ゾ
ー
ト
施
設
の
企
画
開
発
や
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
運
営
を
す
る
企

業
へ
。
１
９
９
１
年
か
ら
専
門
学
校
を
経
営
す
る
企
業
に
転
職
し
、
１
９
９
２
年
社

内
の
事
業
と
し
て
北
海
道
自
然
体
験
学
校
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
を
設
立
。
１
９
９
８
年
に
は

Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
独
立
。
１
９
９
９
年
に
現
在
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ね
お
す
と
な
る
。

た
と
い
う
。
一
夜
明
け
た
翌
朝
、
眼
前
に
広
が
る
白
銀
の
広
大
な
原
野
に
魅
せ
ら
れ

た
彼
は
、
以
後
札
幌
か
ら
霧
多
布
へ
通
う
よ
う
に
な
る
。

し
か
し
湿
原
は
そ
こ
に
生
活
を
営
む
人
々
に
と
っ
て
は
保
護
す
べ
き
対
象
で
は
な

く
、
開
発
を
阻
む
湿
地
・
谷
地
で
あ
っ
た
。
あ
る
時
「
都
会
か
ら
来
る
人
は
み
ん
な

自
然
を
残
し
た
い
と
言
う
が
、
け
っ
し
て
自
分
で
運
動
し
よ
う
と
は
し
な
い
」
と
言

わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
３
年
後
の
１
９
８
２
年
に
き
っ
ぱ
り
と
会
社
を
退
職
し
、
浜
中

町
（
人
口
７
１
４
８
人
／
２
０
０
７
年
現
在
）
に
夫
婦
で
移
住
。
退
職
金
で
湿
地
の

近
く
の
道
路
際
に
ち
い
さ
な
喫
茶
店
「
て
ん
ぼ
う
だ
い
」
を
開
業
す
る
。

当
時
は
地
域
に
喫
茶
店
な
ど
と
い
う
も
の
は
一
軒
も
な
い
時
代
で
あ
っ
た
。
シ
ー

ズ
ン
に
は
か
な
り
の
観
光
客
が
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
に
訪
れ
、
思
惑
は
ヒ
ッ
ト
す
る
。

こ
の
喫
茶
店
に
集
ま
っ
て
く
る
湿
原
が
大
好
き
な
地
元
の
人
々
を
核
に
し
て
１
９

８
３
年
「
霧
多
布
湿
原
ほ
れ
た
会
」
を
結
成
。
開
発
反
対
運
動
で
は
な
く
、
湿
原
が

大
好
き
な
フ
ァ
ン
を
増
や
す
運
動
と
し
て
、
湿
原
を
一
人
千
円
の
会
費
で
所
有
者
か

ら
借
り
る
と
い
う
運
動
が
始
ま
る
。
彼
は
企
業
人
の
セ
ン
ス
で
新
し
い
湿
原
保
護
の

形
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。

１
９
８
６
年
に
は
「
霧
多

布
湿
原
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
」
と

改
名
。
同
年
、
町
の
２１
世
紀

プ
ラ
ン
会
議
に
お
い
て
地
域

全
体
を
博
物
館
と
考
え
る
エ

コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構
想
が
生

ま
れ
、
そ
の
コ
ア
施
設
と
し

て
、
１
９
９
３
年
に
町
営
の

霧
多
布
湿
原
セ
ン
タ
ー
が
ス

タ
ー
ト
。
伊
東
は
そ
の
館
長

に
就
任
す
る
。

２
０
０
０
年
に
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
霧
多
布
湿
原
ト
ラ
ス
ト

（
三
膳
時
子
理
事
長
）
を
設
立

し
、
借
り
上
げ
か
ら
民
有
地

を
買
い
取
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト

ラ
ス
ト
運
動
へ
と
展
開
し
て

高
木
晴
光

『
黒
松
内
ぶ
な
の
森
自
然
学
校
』
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「
ね
お
す
」
の
全
体
像
を

理
解
す
る
の
は
難
し
い
。
３

つ
の
自
然
学
校
の
経
営
お
よ

び
支
援
と
２
つ
の
ビ
ジ
タ
自

然
教
育
の
人
材
育
成
、
他

諸
々
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
自
律

的
に
動
き
、
有
機
的
に
繋
が

り
あ
っ
て
出
来
て
い
る
不
思

議
な
組
織
で
あ
る
。
１
９
９

７
年
、
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
独
立
直
前
。

札
幌
の
居
酒
屋
で
ビ
ー
ル
を

飲
み
な
が
ら
彼
は
、
画
用
紙

に
描
い
た
「
銀
河
」
の
絵
を

指
し
て
、
こ
れ
だ
と
組
織
の

未
来
を
示
し
た
。

高
木
は
札
幌
か
ら
黒
松
内

へ
家
族
で
移
住
。
そ
れ
ま
で
繋
が
り
の
深
か
っ
た
黒
松
内
町
の
（
旧
）
作
開
小
学
校

を
借
り
受
け
１
９
９
９
年
「
黒
松
内
ぶ
な
の
森
自
然
学
校
」
を
開
校
す
る
。
自
然
体

験
や
エ
コ
ツ
ア
ー
に
留
ま
ら
ず
、
小
学
生
の
山
村
留
学
か
ら
、
地
域
の
お
年
寄
り
の

ケ
ア
ま
で
含
め
た
「
交
流
」
と
「
教
育
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
自
然
学
校
を
目
指
し
て

い
る
。

「
そ
れ
は
、
勝
組
・
負
組
、
上
流
・
下
流
と
分
け
ら
れ
る
よ
う
な
グ
ロ
ー
バ
ル
経

済
に
翻
弄
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
自
然
の
中
で
心
豊
か
に
な
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く

り
で
も
あ
り
ま
す
」（
Ｈ
Ｐ
よ
り
）。

そ
れ
は
ま
さ
に
山
村
僻
地
の
廃
校
を
蘇
ら
せ
「
自
然
／
人
の
繋
が
り
」
を
取
り
戻

す
あ
ら
た
な
「
学
校
」
と
い
う
装
置
づ
く
り
で
あ
る
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ね
お
す
　http://w

w
w
.neos.gr.jp/

■
都
留
文
科
大
学
の
卒
業
生
が
活
躍
す
る
自
然
学
校

財
団
法
人
キ
ー
プ
協
会
　http://w

w
w
.keep.or.jp/F

O
R
E
S
T
E
R
S
/

ト
ヨ
タ
白
川
郷
自
然
學
校
　http://w

w
w
.toyota.eco-inst.jp/m

ain.htm
l

新
潟
県
立
浅
草
山
麓
エ
コ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
　http://w

w
w
6.ocn.ne.jp/̃e-m

useum
/

（
た
か
た
　
け
ん
・
本
学
社
会
学
科
教
員
）
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「
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
私
た
ち
は

『
ホ
ー
ル
ア
ー
ス
自
然
学
校
』
か
ら
来
ま
し

た
。
い
き
な
り
だ
け
ど
み
ん
な
に
質
問
で

す
。
自
然
学
校
っ
て
聞
い
た
こ
と
あ
る
人

い
ま
す
か
？
」

ス
タ
ッ
フ
の
呼
び
か
け
に
、
一
瞬
き
ょ

と
ん
と
し
た
表
情
を
し
た
後
、
数
名
の
生

徒
の
手
が
不
安
げ
に
挙
が
り
ま
す
。
中
に

は
全
く
手
が
挙
が
ら
な
い
学
校
も
あ
り
ま

す
。ホ

ー
ル
ア
ー
ス
自
然
学
校
は
富
士
山
麓

を
中
心
に
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
旅
行
（
大

半
は
修
学
旅
行
）
に
お
け
る
自
然
教
室
の

実
施
を
２５
年
近
く
に
わ
た
っ
て
実
施
し
て

い
ま
す
。
自
然
教
室
と
い
っ
て
も
、
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
時
間
は
２
泊
３
日
の
全
行
程
の

う
ち
の
わ
ず
か
３
時
間
程
度
の
場
合
が
ほ

よ
り
か
か
ら
ず

地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
の

自
然
学
校
の
可
能
性

ホ
ー
ル
ア
ー
ス
自
然
学
校
　

大

武

圭

介

と
ん
ど
で
す
。
そ
ん
な
短
い
時
間
で
あ
っ

て
も
、
一
生
の
思
い
出
に
残
る
よ
う
な
自

然
体
験
を
提
供
し
た
い
、
と
い
う
思
い
で

富
士
山
麓
の
樹
海
や
洞
窟
、
巨
木
の
森
を

案
内
し
て
い
ま
す
。
冒
頭
の
質
問
は
、
初

対
面
の
生
徒
た
ち
に
自
己
紹
介
す
る
際
の

最
初
の
投
げ
か
け
で
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
後
、
生
徒
か
ら
感
想
を
書

い
た
手
紙
を
も
ら
う
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ

り
ま
す
が
、「
修
学
旅
行
の
一
番
の
思
い
出

で
す
」
と
書
い
て
あ
る
と
本
当
に
う
れ
し

く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
２０
年
以
上
続
け
て

い
る
中
で
、
中
学
生
の
時
に
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
受
け
た
生
徒
が
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
今
度

は
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
側
に
な
っ
た
、

と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
ホ
ー
ル
ア
ー
ス
自
然
学
校

過去20余年の間に2000カ所を数えるに至ったという

自然学校の設立ブーム。これだけの数の自然学校の担い

手が全国にいて、その数百倍、数千倍の参加者がいると

いう事実は、一つの社会現象として、この国の社会と

人々の生活への違和感や不全感を、逆説的にではあれ反

映しているはずです。そこに託されたものは、いったい

何なのでしょうか。

自然、環境、共生、そして地域。自然学校をはじめと

して、これらの言葉をキーワードとした取り組みは全国

に点在し、さらに点から線へとつながり始めています。

それはまた、グローバリゼーションの進展の裏面で、個

人の進路と地域社会の進路が、これらのキーワードの局

面でつながり始めたということかもしれません。

今回の特集では、こうした取り組みの担い手たちにス

ポットを当て、彼らの想いと生き様を介して、この現象

の一角に踏み込んでみたいと考えました。

特集◆人と自然をつなぐ
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山
再
生
と
森
林
環
境
教
育
事
業
を
１０
年
間

に
わ
た
っ
て
進
め
る
「
ろ
う
き
ん
森
の
学

校
」
が
あ
り
ま
す
。
従
来
企
業
の
環
境
分

野
で
の
社
会
貢
献
活
動
と
い
う
と
、
海
外

で
の
植
林
活
動
な
ど
が
有
名
で
し
た
が
、

こ
こ
で
は
「
森
づ
く
り
か
ら
始
め
る
人
づ

く
り
、
地
域
づ
く
り
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

２
０
０
５
年
度
か
ら
里
山
の
整
備
と
活
用

（
特
に
森
林
環
境
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
が
で

き
る
人
材
の
養
成
に
力
を
入
れ
て
、
１０
年

間
の
事
業
終
了
後
に
は
地
域
で
自
律
的
な

森
づ
く
り
活
動
が
で
き
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
２
年
間
で
３
地
区

合
わ
せ
て
延
べ
１
１
０
０
０
人
以
上
が
森

づ
く
り
や
森
遊
び
の
活
動
に
参
加
し
ま
し

た
。こ

の
事
業
以
外
に
も
、
企
業
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ

支
援
活
動
と
し
て
、
社
有
林
を
活
用
し
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画
実
施
、
社
員
の
環
境

マ
イ
ン
ド
の
向
上
を
図
る
研
修
会
の
企
画

実
施
な
ど
様
々
あ
り
ま
す
。
興
味
深
い
の

は
、
こ
れ
ら
企
業
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
の
多
く

で
「
地
域
」
と
の
接
点
を
求
め
て
い
る
と

い
う
点
で
す
。
こ
れ
ま
で
地
域
づ
く
り
や

活
性
化
事
業
は
行
政
事
業
と
し
て
行
わ
れ

る
の
が
常
で
し
た
が
、
今
後
は
企
業
も
地

域
社
会
の
一
員
で
あ
る
と
い
う
認
識
に
立

ち
、積
極
的
に
巻
き
込
ん
で
い
く
こ
と
が
、

経
済
的
な
基
盤
を
伴
っ
た
持
続
的
な
地
域

づ
く
り
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
そ
し
て
そ
の
際
重
要
な
の
は
、
ど

の
組
織
や
機
関
か
ら
も
独
立
し
た
、
し
が

ら
み
の
な
い
立
場
を
貫
く
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
役
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
ホ
ー

ル
ア
ー
ス
自
然
学
校
は
設
立
当
初
か
ら
一

貫
し
て
「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
＝
非
政
府
組
織
」
と
い

う
立
場
を
取
る
こ
と
で
、
様
々
な
相
手
と

協
働
し
て
き
ま
し
た
。

地
域
に
お
い
て
自
然
や
環
境
へ
の
関
心

が
一
層
高
ま
る
一
方
、
問
題
解
決
に
向
け

た
利
害
関
係
は
複
雑
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
独
立
し
た
ス
タ
ン
ス
を
取

る
自
然
学
校
の
役
割
は
今
後
ま
す
ま
す
大

き
な
も
の
に
な
っ
て
い
く
に
違
い
あ
り
ま

せ
ん
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
春
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
し
た
、
ホ
ー
ル
ア
ー
ス
自
然
学

校
の
活
動
を
伝
え
る
通
信
紙
の
タ
イ
ト
ル

に
『
輪
（
り
ん
）』
と
付
け
ま
し
た
。
こ
れ

は
様
々
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
つ
な
が
り
の

輪
と
い
う
意
味
も
あ
り
ま
す
が
、
同
じ
音

で
「
凛
」「
倫
」「
隣
」
な
ど
も
連
想
さ
れ

ま
す
。
ど
れ
も
ホ
ー
ル
ア
ー
ス
自
然
学
校

の
ス
タ
ン
ス
を
表
し
て
い
る
よ
う
で
、
い

い
タ
イ
ト
ル
だ
な
と
自
画
自
賛
？
し
て
い

ま
す
。

※「
輪
」
を
ご
希
望
の
方
は
ホ
ー
ル
ア
ー
ス
自
然
学
校

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。h

ttp
://w
e
n
s.g
r.jp

（
お
お
た
け
　
け
い
す
け
・
ホ
ー
ル
ア
ー
ス
自
然
学
校

事
業
部
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

写真右ページ：毎日見ても飽きない富士山。左ページ右：自然学校って知ってる？　左：年４回の季刊です。

は
、
教
育
旅
行
に
お
け
る
自
然
教
室
の
実

施
の
さ
き
が
け
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
４０
名
近
い
常

勤
ス
タ
ッ
フ
を
抱
え
、
富
士
山
麓
の
他
に

沖
縄
、
新
潟
に
も
分
校
を
持
ち
、
独
立
自

営
の
民
間
の
自
然
学
校
と
し
て
は
国
内
最

大
規
模
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
当
然
、
現

在
行
っ
て
い
る
業
務
は
そ
の
イ
メ
ー
ジ
（
よ

く
言
わ
れ
る
の
は
、
自
然
の
中
で
子
ど
も

キ
ャ
ン
プ
を
し
て
い
る
団
体
で
す
か
、
と

い
う
も
の
で
す
）
か
ら
は
一
見
か
け
離
れ

た
も
の
も
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
最
近
増
え
て
き
た
分
野
に
「
企

業
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
支
援
」
と
い
う
も
の
が

あ
り
ま
す
。
Ｃ
Ｓ
Ｒ
と
は
企
業
の
社
会
的

責
任
と
言
わ
れ
、
単
に
「
地
球
に
優
し
い
」

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
だ
け
で
な
く
、
具
体
的

な
事
業
を
通
じ
て
地
域
社
会
や
環
境
に
対

し
て
貢
献
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
き
て

い
ま
す
。
特
に
環
境
貢
献
の
分
野
で
は
、

企
業
単
独
で
は
成
果
が
上
げ
に
く
い
と
い

う
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
と
も
す
れ
ば
対
立

す
る
機
会
が
多
か
っ
た
企
業
と
、
ホ
ー
ル

ア
ー
ス
自
然
学
校
の
よ
う
な
環
境
Ｎ
Ｐ
Ｏ

が
一
緒
に
手
を
組
み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門

分
野
を
活
か
し
な
が
ら
新
た
な
取
り
組
み

を
始
め
て
い
ま
す
。

現
在
行
っ
て
い
る
具
体
的
な
活
動
事
例

と
し
て
は
、
勤
労
者
の
金
融
機
関
で
あ
る

労
金
の
全
国
組
織
「
労
働
金
庫
連
合
会
」
の

支
援
を
受
け
て
、
富
士
山
を
含
む
全
国
３

地
区
で
地
域
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
主
体
と
し
て
里



み
な
さ
ん
は
〝
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
〞

と
い
う
言
葉
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？

一
般
的
に
は
〝
通
訳
〞
の
こ
と
を
指
す

英
語
で
す
が
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
国
立
公
園

な
ど
に
い
る
解
説
員
も
、
自
然
や
歴
史
か

ら
得
ら
れ
る
大
切
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
わ
か

り
や
す
い
言
葉
や
体
験
に
〝
翻
訳
〞
す
る

職
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
プ
リ

タ
ー
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。そ
れ
に
倣
い
、

私
の
勤
務
す
る
ト
ヨ
タ
白
川
郷
自
然
學
校

で
も
、
お
客
様
に
自
然
体
験
な
ど
の
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
提
供
す
る
専
門
ス
タ
ッ
フ

の
こ
と
を
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
と
呼
ん
で

い
ま
す
。
こ
れ
が
私
の
今
の
仕
事
で
す
。

自
分
の
職
業
を
人
に
話
す
時
、
い
つ
も

説
明
を
必
要
と
す
る
こ
と
が
面
倒
で
す
が
、

そ
ん
な
言
葉
を
私
た
ち
は
敢
え
て
使
っ
て

い
ま
す
。
し
ば
し
ば
取
材
記
事
な
ど
で
は

〝
自
然
解
説
員
〞
と
表
現
さ
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
私
た
ち
に
は
�
自
然
解
説

員
�
と
い
う
言
葉
が
持
つ
従
来
の
イ
メ
ー

ジ
と
は
一
線
を
画
し
た
い
と
い
う
想
い
が

あ
り
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
矜
持
は
、
ト
ヨ

タ
白
川
郷
自
然
學
校
が
め
ざ
す
〝
自
然
学

校
〞
づ
く
り
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

「
大
人
も
楽
し
め
る
自
然
学
校
」
を
め
ざ

す
ト
ヨ
タ
白
川
郷
自
然
學
校
は
、
お
い
し

い
フ
レ
ン
チ
や
温
泉
を
た
の
し
め
る
、
泊

ま
れ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
〝
オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ
〞

で
も
あ
り
ま
す
。
一
般
に
〝
自
然
学
校
〞

と
聞
く
と
、
多
く
の
方
は
学
校
の
研
修
な

ど
で
利
用
し
た
公
設
の
自
然
の
家
を
連
想

“インタープリター”
という職業
トヨタ白川郷自然學校　加藤春喜

さ
れ
ま
す
が
、
環
境
問
題
が
切
迫
し
て
い

る
今
日
、
環
境
に
関
心
の
な
い
人
々
を「
そ

の
気
に
さ
せ
る
」
仕
掛
け
と
し
て
、
キ
ャ

ン
プ
場
で
も
自
然
の
家
で
も
な
く
、
リ
ゾ

ー
ト
ホ
テ
ル
で
も
な
い
、
新
た
な
自
然
体

験
の
場
が
必
要
だ
と
私
た
ち
は
考
え
て
い

ま
す
。

ト
ヨ
タ
白
川
郷
自
然
學
校
で
は
、
昨
年

の
１２
月
２３
日
〜
２５
日
に
小
学
生
の
子
を
も

つ
家
族
を
対
象
に
し
た
２
泊
３
日
の
宿
泊

型
自
然
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま
し

た
。
ご
く
一
般
の
、
ち
ょ
っ
と
リ
ッ
チ
な

ク
リ
ス
マ
ス
を
家
族
で
楽
し
み
た
い
と
い

う
方
々
を
対
象
に
し
た
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
は
、
ご
家
族
で
素
敵
な
聖
夜
を
お
過
ご

し
い
た
だ
く
な
か
で
、
さ
り
げ
な
く
、
自

然
の
す
ば
ら
し
さ
や
か
け
が
え
の
な
さ
を

感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
工
夫
を
凝
ら
し

ま
し
た
。
初
日
の
夜
に
行
わ
れ
た
、
そ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ

う
。自

然
學
校
の
フ
レ
ン
チ
レ
ス
ト
ラ
ン
で

夕
食
を
終
え
た
ご
家
族
が
ロ
ビ
ー
の
暖
炉

の
前
に
集
ま
り
、
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
に

よ
る
本
の
朗
読
プ
ロ
グ
ラ
ム
〝
ス
ト
ー
リ

ー
テ
リ
ン
グ
〞
が
始
ま
り
ま
し
た
。
家
族

で
食
べ
る
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
の
イ
チ
ゴ

を
探
す
た
め
、
森
に
で
か
け
た
小
さ
な
女

の
子
が
、
野
ウ
サ
ギ
に
出
会
っ
た
こ
と
か

ら
は
じ
ま
る
メ
ル
ヘ
ン
チ
ッ
ク
な
物
語
が
、

エ
レ
ク
ト
ー
ン
に
よ
る
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン

特集

人
と
自
然
を
つ
な
ぐ

08
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り
や
ま
な
い
吹
雪
の
中
で
空
腹
に
耐
え
な

が
ら
生
き
る
キ
ツ
ネ
の
物
語
が
、
よ
り
リ

ア
ル
に
聞
き
入
る
人
々
の
頭
の
な
か
に
描

き
出
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
、
翌
朝
に
は
、
実
際
に
雪
上
に

残
さ
れ
た
ウ
サ
ギ
や
キ
ツ
ネ
の
足
跡
を
辿

る
、
雪
上
ガ
イ
ド
ウ
ォ
ー
ク
を
行
い
ま
し

た
。よ

り
多
く
の
方
々
に
環
境
へ
の
関
心
を

寄
せ
て
い
た
だ
く
た
め
に
は
、
お
よ
そ
、

自
然
体
験
活
動
か
ら
も
っ
と
も
縁
遠
い
よ

う
な
人
に
こ
そ
、
自
然
の
す
ば
ら
し
さ
や

環
境
の
こ
と
を
考
え
る
大
切
さ
を
伝
え
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
、
常
に
相

手
の
視
点
に
た
ち
、
ど
ん
な
活
動
な
ら
、

ど
ん
な
言
葉
な
ら
受
け
入
れ
て
も
ら
え
る

の
か
を
注
意
深
く
検
討
し
な
が
ら
、
お
客

様
に
提
供
す
る
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
立
案

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
、
私
た
ち
〝
イ
ン

タ
ー
プ
リ
タ
ー
〞
の
仕
事
で
す
。

（
か
と
う
　
は
る
き
・
ト
ヨ
タ
白
川
郷
自
然
學
校
・
イ
ン
タ
ー

プ
リ
タ
ー
）

グ
の
生
演
奏
を
Ｂ
Ｇ
Ｍ
に
語
ら
れ
て
い
き

ま
す
。
主
人
公
の
女
の
子
が
、
野
ウ
サ
ギ

の
家
族
か
ら
イ
チ
ゴ
を
お
す
そ
わ
け
し
て

も
ら
い
、
ケ
ー
キ
が
完
成
し
て
、
め
で
た

し
め
で
た
し
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
、突
然
、

ロ
ビ
ー
の
脇
を
ウ
サ
ギ
の
耳
を
つ
け
た
ス

タ
ッ
フ
が
こ
れ
み
よ
が
し
に
通
り
抜
け
て

い
き
ま
し
た
。
物
語
さ
な
が
ら
の
ウ
サ
ギ

の
登
場
に
会
場
は
笑
い
に
包
ま
れ
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
を
ウ
サ
ギ
の
後
に
つ
い
て
行

か
せ
、
ウ
サ
ギ
が
消
え
て
い
っ
た
部
屋
に

入
る
と
、
そ
こ
に
は
、
な
ぜ
か
（
案
の

定
？
）
イ
チ
ゴ
が
あ
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
し
か
も
、
バ
ケ
ッ
ト
入
り
で
（
笑
）。

思
い
が
け
な
い
食
後
の
デ
ザ
ー
ト
の
登
場

に
子
ど
も
た
ち
は
大
喜
び
。
偶
然
に
も
、

バ
ケ
ッ
ト
は
参
加
家
族
の
数
だ
け
あ
り
ま

し
た
の
で
、
ケ
ン
カ
す
る
こ
と
な
く
、
そ

れ
ら
の
イ
チ
ゴ
を
ロ
ビ
ー
で
待
つ
家
族
の

も
と
に
持
っ
て
帰
り
、
み
ん
な
で
仲
良
く

頬
ば
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
和
ん
だ
雰
囲
気
の
な
か
、〝
ス

ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
〞
の
第
二
幕
が
は
じ

ま
り
ま
す
。
今
度
は
生
演
奏
に
加
え
、
暖

炉
の
上
の
白
い
壁
に
、
冬
の
白
川
郷
の
森

の
風
景
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で
次
々
に
映

し
出
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
先
程
と
は
一
転

し
て
、
物
悲
し
い
音
楽
と
と
も
に
イ
ン
タ

ー
プ
リ
タ
ー
が
語
る
物
語
は
、
厳
し
い
冬

を
生
き
る
キ
ツ
ネ
の
親
子
の
物
語
で
し

た
。
壁
に
映
し
出
さ
れ
る
雪
に
閉
ざ
さ
れ

た
白
川
郷
の
風
景
の
数
々
に
よ
っ
て
、
降

《トヨタ白川郷自然學校とは》

トヨタ自動車が持続可能な車社会を実現するため、自動車ユーザーをはじめ、ひろく一般市民の環境意識の啓発を

目的に、岐阜県白川村に設置した自然学校です。自動車を生産する企業が将来にわたって活動を続けていくために、

より環境にやさしい車をつくらなければならないことは言うまでもありませんが、いくら環境にやさしい車をつく

っても、誰も買ってくれなくては経営が成り立ちません。技術革新、法整備とともに、「環境にやさしい」性能へ

の評価を、車を買う判断基準として一般に普及させていく必要があります。わかりやすくいえば、少々、高くても、

環境にやさしい車を選ぶ「人づくり」をするための場です。このように、トヨタ白川郷自然學校の活動は公益性が

認められるものの、一企業の経営戦略でしかないという厳しい見方もできます。最近では、企業の社会貢献事業で

はなく、自動車を生産する企業としての社会的責任（ＣＳＲ）活動として位置づけられつつあります。
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て
い
ま
す
。

障
害
者
、
高
齢
者
を
欺
い
て
の
商
法
が

未
だ
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
や
は
り
、
地
元

の
「
顔
で
」「
心
で
」
の
対
応
が
重
要
に
な

っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

い
ま
、
障
害
者
福
祉
作
業
所
の
リ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
彼
ら

が
快
適
に
作
業
し
、
生
活
で
き
る
空
間
創

り
に
四
苦
八
苦
し
て
い
る
毎
日
で
す
。
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
な
ど
と
簡
単
に
発

信
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
場
で
は
大
変
な

事
象
が
山
積
し
て
い
ま
す
。
全
て
の
人
た

ち
に
良
い
事
と
思
わ
れ
て
い
て
も
、
あ
る

人
に
と
っ
て
は
最
悪
な
事
だ
っ
た
り
も
し

ま
す
。
最
大
の
難
関
が
（
い
つ
も
そ
う
で

す
が
）、
資
金
不
足
で
す
。

し
か
し
建
築
は
、
最
良
な
環
境
の
中
で

生
き
生
き
と
し
、
そ
の
役
割
を
ま
っ
と
う

し
ま
す
。
常
に
理
想
を
追
い
、
そ
こ
で
活

動
し
生
活
す
る
人
々
の
笑
顔
の
た
め
に
こ

そ
、
私
は
自
分
の
力
を
注
ぎ
込
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

バ
リ
ア
が
立
ち
は
だ
か
っ
て
も
妥
協
で

は
な
く
、
将
来
へ
の
期
待
を
込
め
て
の
建

築
を
創
っ
て
ゆ
き
た
い
。
い
ま
こ
の
時
こ

そ
、
私
が
試
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
思
え
て

な
り
ま
せ
ん
。
し
っ
か
り
と
奮
っ
て
ゆ
き

ま
し
ょ
う
。

（
わ
た
な
べ
　
ゆ
ず
る
・
福
祉
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・

都
留
市
在
住
）

環
境
に
係
わ
る
要
素
は
、
水
、
空
気
、

光
、
熱
と
い
っ
た
自
然
が
発
す
る
も
の
で

あ
り
、
そ
れ
ら
が
包
括
さ
れ
た
単
体
が
「
建

築
」
で
あ
り
、
そ
の
集
合
が
「
ま
ち
」
で
、

「
地
域
」
へ
と
つ
な
が
っ
て
ゆ
き
ま
す
。
自

然
環
境
抜
き
で
は
建
築
は
語
れ
ま
せ
ん
。

建
築
の
連
鎖
が
ま
ち
を
創
っ
て
ゆ
き
ま

す
。
建
築
に
携
わ
っ
て
い
る
者
は
、
い
つ

で
も
、
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た
感
性
と
、
現
実

を
直
視
す
る
気
構
え
が
な
け
れ
ば
、
そ
の

責
を
成
し
得
な
い
で
し
ょ
う
。

都
留
文
科
大
学
の
学
生
と
市
民
と
の
つ

な
が
り
に
よ
る
「
つ
る
ま
ち
づ
く
り
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
が
生
ま
れ
て
か
ら
７
年
が
経

ち
ま
す
が
、
４
年
前
、
ま
ち
づ
く
り
の
具

現
と
し
て
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
提
案
し
、
私

の
資
質
を
最
大
限
に
生
か
せ
る
、
福
祉
住

環
境
を
主
体
と
し
た
「
住
ま
い
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
福
祉
住

環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
建
築
士
、
大

工
、
環
境
管
理
者
、
民
生
委
員
、
主
婦
と

い
っ
た
仲
間
で
構
成
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
各
地
で
住
環
境
の
改
修
の
提
案
を
し
、

実
際
に
改
修
工
事
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。

私
た
ち
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
そ
う
し
た

提
案
に
よ
っ
て
、
障
害
を
持
っ
た
人
た
ち

や
高
齢
の
方
々
に
、
住
み
慣
れ
た
自
分
の

家
で
、
少
し
で
も
快
適
に
過
ご
し
て
い
た

だ
く
こ
と
で
す
。「
あ
ん
た
た
ち
に
頼
ん
で

良
か
っ
た
よ
、
あ
り
が
と
う
」
の
一
言
で
、

私
た
ち
に
次
の
勇
気
を
与
え
て
い
た
だ
い

浴
室
の
段
差
。障
害
を
抱
え
て
い
る
人
に
は
つ
ら
い
。

段
差
解
消
の
ス
ノ
コ
。
ち
ょ
っ
と
し
た
ア
イ
デ
ィ
ア

で
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
。

▼

建築の連鎖が
まちを創る
福祉住環境への想い

渡辺 讓

特集

人
と
自
然
を
つ
な
ぐ
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「
地
球
に
優
し
い
」
＝
「
快
適
」

か
と
う
さ
ん
ち
に
一
歩
踏
み
込
め
ば
、

「
こ
ん
な
に
地
球
に
優
し
く
て
人
が
快
適
に

生
活
で
き
る
ん
だ
」
と
実
感
で
き
る
つ
く

り
に
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
太
陽
光
／
風
力
発
電
機
、
７

Ｗ
の
電
球
、
キ
ッ
チ
ン
ガ
ー
デ
ン
、
ミ
ミ

ズ
コ
ン
ポ
ス
ト
、
家
そ
の
も
の
が
夏
涼
し

く
て
冬
暖
か
い
つ
く
り
な
ど
、
最
も
特
徴

的
な
の
は
Ｓ
Ｖ
Ｏ
仕
様
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車

（
ス
ト
レ
ー
ト
ベ
ジ
タ
ブ
ル
オ
イ
ル
車
）。

僕
の
車
は
使
い
終
わ
っ
た
天
ぷ
ら
油
で

走
ら
せ
て
い
る
ん
で
す
。
料
理
店
か
ら
廃

食
用
油
を
も
ら
っ
て
来
て
、
一
斗
缶
１８

を
濾
過
器
に
「
ジ
ャ
ー
」
と
流
し
込
む
ん

で
す
。
１
時
間
く
ら
い
経
っ
た
ら
、
濾
過

終
了
。
薬
、
水
、
電
気
な
ど
を
使
用
し
な

い
で
燃
料
を
作
れ
る
。
そ
れ
を
給
油
口
か

ら
入
れ
れ
ば
エ
ン
ジ
ン
が
か
か
る
。

元
々
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
は
大
豆
油

を
燃
料
と
し
て
開
発
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た

の
で
、
軽
油
と
変
わ
ら
ず
に
普
通
に
走
り

ま
す
。
し
か
し
、
油
は
低
温
に
な
る
と
固

ま
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
そ
れ
を
克
服
す

る
為
に
冷
却
水
と
バ
ッ
テ
リ
ー
を
利
用
し

て
燃
料
を
暖
め
る
装
置
を
取
り
付
け
て
い

ま
す
。

こ
の
車
に
し
て
良
か
っ
た
と
感
じ
る
こ

と
は
燃
料
代
が
格
安
に
な
っ
た
こ
と
と
、

環
境
に
影
響
を
与
え
る
Ｃ
Ｏ
２

を
排
出
す

る
ス
ト
レ
ス
が
な
く
な
っ
た
こ
と
で
す
。

信
号
で
止
ま
っ
た
と
き
の
天
ぷ
ら
の
香
り

も
な
か
な
か
の
も
の
で
す
。

自
然
の
摂
理
に
沿
う
豊
さ

か
と
う
さ
ん
ち
に
は
自
給
の
た
め
の
小

さ
な
畑
が
あ
り
ま
す
。
昨
年
は
毎
朝
、
い

も
む
し
君
を
取
る
の
が
日
課
で
し
た
。

こ
の
冬
、
野
鳥
用
の
餌
台
を
置
い
て
み

ま
し
た
。
す
る
と
、
次
か
ら
次
へ
と
鳥
が

飛
ん
で
き
ま
す
。
家
の
中
で
は
加
藤
家
が

食
卓
を
囲
み
、
外
で
は
野
鳥
た
ち
が
餌
台

に
群
が
る
。
子
ど
も
た
ち
も
う
れ
し
そ
う

で
し
た
。

調
べ
て
み
る
と
野
鳥
は
毎
日
、
い
も
む

し
（
重
量
換
算
）
を
２
０
０
〜
３
０
０
匹

食
べ
る
と
の
こ
と
、「
こ
れ
は
、
い
も
む
し

取
り
の
日
課
か
ら
解
放
さ
れ
る
か
も
し
れ

な
い
！
」
巣
箱
を
４
つ
か
け
た
と
こ
ろ
、

２
つ
で
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
の
子
育
て
が
は
じ

ま
っ
た
。

す
る
と
、
い
も
む
し
が
激
減
し
た
の
で

す
。
だ
か
ら
、
今
年
は
い
も
む
し
を
取
っ

た
こ
と
が
な
い
の
で
す
。

こ
ん
な
僕
で
す
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
耕
さ

な
い
し
、
雑
草
も
取
ら
な
い
。
雑
草
の
中

に
野
菜
が
は
え
て
い
る
ん
で
す
。し
か
も
、

良
く
育
つ
。
こ
の
野
菜
は
雑
草
と
競
り
合

わ
な
け
れ
ば
大
き
く
な
れ
な
い
か
ら
強
く

な
る
わ
け
で
す
。
食
べ
て
す
ぐ
に
解
り
ま

す
。
味
が
濃
い
。
香
り
が
強
い
。
美
味
い

ん
で
す
。

自
然
の
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
生
活
を

豊
か
に
し
て
い
く
こ
と
が
楽
し
い
で
す
よ
。

生
態
系
の
中
で
生
か
さ
れ
る
暮
ら
し
。

誰
か
が
「
へ
ー
　
そ
う
い
う
生
活
ス
タ
イ

ル
も
あ
る
ん
だ
」
っ
て
感
じ
て
、
生
き

方
・
暮
ら
し
方
の
１
つ
の
選
択
肢
と
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
生
き
て
る
甲
斐
が
あ
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
、
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

「
ア
ー
ス
コ
ン
シ
ャ
ス
」
で
は
「
地
球
に
住
ん
で
い
る
こ
と

を
実
感
す
る
」
を
テ
ー
マ
に
以
下
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い

ま
す
。

１
　
地
球
と
人
に
や
さ
し
い
生
活
体
験

２
　
は
は
と
こC

afe

３
　
大
久
保
山
エ
コ
ビ
レ
ッ
ジ
計
画

４
　
泊
ま
れ
る
森

５
　
環
境
教
育
／
自
然
体
験
指
導
者
派
遣

地
球
と
人
の
か
け
は
し
”ア
ー
ス
コ
ン
シ
ャ
ス
“

http://w
w
w
.earth-c.info/earthconscious/

本
頁
の
絵
・
写
真
と
も
加
藤
大
吾
氏

（
か
と
う
　
だ
い
ご
・
ア
ー
ス
コ
ン
シ
ャ
ス
・
都
留
市
在
住
）

自然のサイクルを
感じながら

加 藤 大 吾

特集

人
と
自
然
を
つ
な
ぐ
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５
月
２０
日
（
日
）、
都
留
文
科
大
学
は
元
気
な

子
ど
も
た
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。「
第
３８
回
つ

る
子
ど
も
ま
つ
り
」
が
行
わ
れ
た
か
ら
で
す
。

子
ど
も
ま
つ
り
は
、
地
域
市
民
と
都
留
文
科
大

学
の
学
生
と
の
協
同
で
つ
く
ら
れ
た
企
画
で
す
。

こ
の
企
画
が
始
ま
っ
た
の
は
１
９
７
０
年
（
昭

和
４５
年
）
で
す
が
、
そ
れ
以
来
３８
年
間
、
一
度

も
途
絶
え
る
こ
と
な
く
続
い
て
き
ま
し
た
。
そ

の
よ
う
な
長
い
歴
史
を
踏
ま
え
つ
つ
紹
介
を
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
の
第
３８
回
は
、
”日
ご
ろ
交
流
の
少
な
い

人
た
ち
と
ふ
れ
あ
え
る
場
を
つ
く
り
た
い
。
普

段
で
き
な
い
こ
と
が
経
験
で
き
る
場
を
つ
く
り

た
い
“
と
い
う
意
義
を
掲
げ
て
、
ま
た
「
た
の
し

さ
い
っ
ぱ
い
ゆ
め
い
っ
ぱ
い
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、
都
留
文
科
大
学
で
行
い
ま
し
た
。

子
ど
も
ま
つ
り
で
は
、
そ
の
意
義
を
最
も
重

視
し
て
毎
年
企
画
を
考
え
ま
す
が
、
大
き
く
分

け
て
二
つ
の
例
年
行
っ
て
い
る
企
画
が
あ
り
ま

す
。一

つ
目
は
、
午
前
中
の
「
く
に
企
画
」
と
い

う
も
の
で
、
大
学
１
号
館
内
を
全
て
使
い
、
子

ど
も
た
ち
に
多
く
の
「
く
に
」（
ブ
ー
ス
）
を
好

き
に
回
っ
て
も
ら
い
ま
す
。
各
「
く
に
」
は
、

大
学
内
の
部
活
・
サ
ー
ク
ル
・
有
志
、
ま
た
都

留
市
内
外
の
市
民
団
体
な
ど
多
く
の
団
体
に
よ

っ
て
行
わ
れ
ま
す
。
今
年
は
、
例
年
以
上
の
協

力
が
あ
り
、
１６
個
も
の
「
く
に
」
を
出
す
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

二
つ
目
は
、「
み
ん
な
の
広
場
」
と
い
う
午
後

に
行
う
企
画
で
す
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
来
て
く

第
３８
回
つ
る
子
ど
も
ま
つ
り

”た
の
し
さ
い
っ
ぱ
い

ゆ
め
い
っ
ぱ
い
“

浜

田

悠

次

れ
た
人
全
員
で
遊
び
ま
す
。
１
０
０
人
以
上
の

子
ど
も
た
ち
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
駆
け
回
る
光
景

は
な
ん
と
も
い
え
ず
、
た
だ
圧
巻
で
す
。
今
年

は
、
体
を
つ
か
っ
た
あ
そ
び
を
メ
イ
ン
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
据
え
、
赤
・
緑
の
２
チ
ー
ム
対
抗
で
グ

ラ
ウ
ン
ド
を
目
一
杯
つ
か
っ
て
あ
そ
び
ま
し
た
。

そ
し
て
最
後
に
ダ
ン
ス
を
み
ん
な
で
踊
り
、
一

日
の
企
画
は
終
わ
り
で
す
。

今
年
は
昨
年
以
上
の
参
加
が
あ
り
、
ま
た
力

を
入
れ
た
大
月
市
か
ら
２４
人
の
子
ど
も
た
ち
が

来
て
く
れ
、
大
盛
況
で
無
事
に
終
え
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。（
子
ど
も
３
４
５
人
、
大
人
１

６
４
人
、
計
５
０
９
人
）

◇
く
に
企
画
（
都
留
文
科
大
学
と
表
記
の
な
い

も
の
は
市
民
団
体
）

１
階
及
び
外：

バ
ザ
ー
の
く
に
・
お
も
ち
ゃ

の
く
に
（
新
日
本
婦
人
の
会
）
・
ら
っ
ぱ
の
く
に

（
都
留
文
科
大
学
吹
奏
楽
部
）
・
わ
く
わ
く
の
く

に
（
都
留
文
科
大
学W

ork-W
aku

都
留
）
・
じ
ょ

い
ソ
ー
ラ
ン
の
く
に
（
じ
ょ
い
ソ
ー
ラ
ン
）
・
ア

ー
ト
の
く
に（
都
留
文
科
大
学
図
工
専
攻
有
志
）

２
階：

か
げ
え
の
く
に
（
都
留
文
科
大
学
児

童
文
化
研
究
部
）
・
こ
と
ば
の
く
に
（
都
留
詩
友

会
）
・
手
話
の
く
に
（
千
羽
会
）
・
も
っ
た
い
な

い
の
く
に（
都
留
文
科
大
学
Σ
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
）

３
階：

あ
そ
び
の
く
に
（
都
留
文
科
大
学
児

童
文
化
研
究
部
）
・
お
は
な
し
の
く
に
（
都
留
文

科
大
学
児
童
文
化
研
究
部
）
・
モ
デ
ル
の
く
に

（
実
行
委
員
会
内
サ
ー
ク
ル
子
ま
つ
り
学
級
）

４
階：

工
作
の
く
に
（
あ
す
な
ろ
職
人
会
）
・

ト
ピ
ッ
ク
ス
1



な
議
論
の
場
と
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
、
日
々

実
行
委
員
会
は
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、子
ど
も
ま
つ
り
が
終
わ
っ
た
後
に
は
、

各
企
画
や
情
宣
渉
外
面
、
意
義
な
ど
の
反
省
を

し
ま
す
。
そ
の
反
省
や
方
向
性
を
来
年
以
降
に

活
か
す
こ
と
で
、
子
ど
も
ま
つ
り
は
廃
れ
る
こ

と
な
く
続
い
て
き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
子
ど
も
ま
つ
り
の
話
し
合
い
が
な

い
時
期
（
７
〜
１
月
）
に
は
、
プ
ロ
の
芸
術
家
・

劇
団
を
呼
ん
で
の
芸
術
鑑
賞
会
（
１６
回
）、
講
演

を
中
心
と
し
た
都
留
市
民
に
向
け
た
教
育
を
語

る
集
い
（
６
回
）、
秋
に
行
う
子
ど
も
向
け
の
企

画
の
こ
が
ね
っ
子
ま
つ
り
（
５
回
）、
市
民
と
の

交
流
会
な
ど
の
多
く
の
関
連
企
画
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
様
々
な
企
画
を
行
っ
て
き
た
子

ど
も
ま
つ
り
は
、
よ
く
「
子
ど
も
ま
つ
り
運
動
」

と
い
う
呼
び
方
を
し
ま
す
。
運
動
と
聞
く
と
ア

ナ
ク
ロ
だ
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た

だ
、
私
た
ち
は
、「
子
ど
も
た
ち
に
地
域
の
中

で
健
や
か
な
成
長
を
と
げ
て
ほ
し
い
」
と
い
う

想
い
を
持
ち
続
け
て
お
り
、
そ
の
想
い
に
近
づ

き
、
ま
た
達
成
す
る
た
め
に
多
く
の
企
画
を
行

っ
て
き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
子
ど
も
が
育
つ
の
に
欠
か
せ
な

い
要
素
に
「
地
域
」
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
、「
地
域
」
と
共
に
歩
み
、
学
び
、
活
動

を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
は
ま
だ
　
ゆ
う
じ
・
本
学
初
等
教
育
学
科
３
年
・
つ
る
子
ど
も
ま
つ

り
事
務
局
）

13 地域交流センター通

に
ん
ぎ
ょ
う
げ
き
の
く
に
（
都
留
文
科
大
学
児

童
文
化
研
究
部
）
・
ス
ラ
イ
ム
の
く
に
（
都
留
文

科
大
学
つ
く
し
の
会
）

子
ど
も
ま
つ
り
の
運
営
・
想
い

今
年
で
３８
回
目
と
な
っ
た
子
ど
も
ま
つ
り
で

す
が
、
そ
の
運
営
方
法
も
年
を
経
る
ご
と
に
変

遷
が
あ
り
ま
し
た
。
今
は
、
つ
る
子
ど
も
ま
つ

り
事
務
局
と
い
う
学
生
団
体
を
中
心
に
活
動
し

て
い
ま
す
。

子
ど
も
ま
つ
り
が
行
わ
れ
る
の
は
、
毎
年
５

月
の
第
３
日
曜
日
で
す（
ご
存
知
で
し
た
か
？
）。

そ
の
日
に
向
け
て
動
き
出
す
の
が
、
大
体
２
月

下
旬
か
ら
３
月
上
旬
で
す
。
そ
こ
か
ら
毎
週
金

曜
日
に
Ｙ
Ｌ
Ｏ
会
館
な
ど
の
市
内
公
共
機
関
で

実
行
委
員
会
を
開
き
、
提
案
・
検
討
・
承
認
と

い
う
段
階
を
何
度
も
繰
り
返
し
て
、
運
営
し
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
の
事
務
局
の
仕
事
は
、
司
会
・

書
記
は
も
ち
ろ
ん
、
会
議
の
会
場
の
申
請
、
各

諸
団
体
へ
の
日
時
の
連
絡
、
レ
ジ
ュ
メ
の
作
成
・

印
刷
な
ど
な
ど
多
岐
に
渡
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

事
務
面
を
一
挙
に
引
き
受
け
て
い
る
の
が
、
前

述
の
つ
る
子
ど
も
ま
つ
り
事
務
局
と
い
う
団
体

で
す
。

た
だ
、
子
ど
も
ま
つ
り
実
行
委
員
会
は
、
多

く
の
団
体
・
個
人
が
参
加
す
る
会
議
で
す
。
そ

の
会
議
を
出
来
る
限
り
意
義
あ
る
も
の
に
す
る

た
め
に
、
多
く
の
実
行
委
員
の
方
に
よ
る
発
言
・

提
案
が
行
わ
れ
る
の
が
特
徴
で
す
。
会
議
を
報

告
の
場
に
す
る
の
で
は
な
く
、
実
り
あ
る
活
発
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ト
ピ
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ス
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去
る
７
月
２０
日
午
後
、
２
号
館
１
０
１
教
室

に
て
社
会
学
科
環
境
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
創
造
専

攻
１
年
生
に
よ
る
前
期
授
業
「
フ
ィ
ー
ル
ド
体

験
」
の
総
ま
と
め
で
あ
る
「
報
告
会
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
今
年
度
か
ら
新
た
に
始

ま
っ
た
同
専
攻
の
１
期
生
（
１
年
生
）
約
７０
名

の
他
、
教
員
５
名
、
来
賓
と
し
て
三
町
商
店
街

か
ら
２
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
「
フ
ィ
ー
ル
ド
体
験
」
は
同
専
攻
の
主

要
科
目
の
ひ
と
つ
で
す
。
大
学
の
足
元
で
あ
る

都
留
の
町
を
「
街
の
賑
わ
い
創
出
」（
市
内
三

町
商
店
街
）、「
農
山
村
地
域
活
性
」（
同
戸
沢

地
区
）、「
環
境
教
育
」（
同
宝
の
山
ネ
イ
チ
ャ

ー
セ
ン
タ
ー
）
と
い
う
３
つ
の
切
り
口
で
自
ら

歩
き
、
体
験
し
ま
す
。
同
科
目
の
ね
ら
い
は
、

自
ら
の
足
や
手
を
使
っ
て
、
地
域
と
関
わ
る
た

め
の
糸
口
を
探
し
、
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
問
題

意
識
を
育
み
、
今
後
の
勉
学
や
生
活
を
、
地
域

と
の
実
践
的
な
関
係
づ
く
り
に
よ
っ
て
豊
か
な

も
の
に
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

商
店
街
で
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
学
生

か
ら
は
活
性
化
の
た
め
の
試
案
と
し
て
「
小
回

り
が
き
く
こ
と
は
小
規
模
商
店
の
強
み
だ
が
、

負
担
で
も
あ
る
。
こ
の
点
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
」
や
「
季
節
行
事
を
軸
と
し
た
小
中
高
と
の

連
携
を
」
な
ど
の
ア
イ
デ
ィ
ア
が
示
さ
れ
、
こ

れ
に
対
し
、
来
賓
の
三
町
商
店
街
振
興
会
元
事

務
局
長
国
井
武
彦
さ
ん
と
都
留
市
商
工
会
経
営

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
鈴
木
浩
史
さ
ん
か
ら
は
「
興
味

深
く
、
積
極
的
に
検
討
し
た
い
」
な
ど
の
コ
メ

ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
環
境
教
育
の
発
表
は
、
自
作
の
ネ
イ

チ
ャ
ー
ト
レ
イ
ル
を
展
示
す
る
と
と
も
に
、
自

分
た
ち
が
自
然
に
触
れ
、
仲
間
と
協
働
す
る
こ

と
で
ど
う
変
わ
っ
た
の
か
、
映
像
で
そ
の
表
情

を
捉
え
ま
し
た
。

さ
ら
に
農
業
や
伝
統
産
業
の
体
験
を
し
た
学

生
た
ち
は
、
学
生
た
ち
に
よ
る
耕
作
放
棄
地
活

用
や
、
農
業
を
活
か
し
た
都
留
市
の
将
来
像
を

提
言
し
ま
し
た
。「
農
山
村
地
域
活
性
」
を
指
導

い
た
だ
い
た
観
光
振
興
公
社
の
新
船
有
司
さ
ん
、

都
留
市
農
林
振
興
リ
ー
ダ
ー
の
清
水
一
夫
さ
ん

か
ら
は
、
後
日
、「
学
生
の
、
大
変
ま
じ
め
な
取

り
組
み
に
接
し
て
、
こ
ち
ら
が
励
ま
さ
れ
た
」

と
の
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
授
業
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
地
域
の
方
々

に
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

（
い
ず
み
　
け
い
こ
・
本
学
社
会
学
科
教
員
）

社
会
学
科
の
新
科
目

「
フ
ィ
ー
ル
ド
体
験
」

お
か
げ
さ
ま
で
無
事
終
了

泉

桂

子
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本
紙
『
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
通
信
』
の
発
行
元
、

都
留
文
科
大
学
「
地
域
交
流
研
究
セ
ン
タ
ー
」
の

紹
介
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
）
が
で

き
ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー
の
活
動
も
５
年
目
を
迎

え
、
地
域
の
み
な
さ
ん
、
学
外
の
み
な
さ
ん
と

さ
ら
に
幅
広
く
つ
な
が
り
、
セ
ン
タ
ー
の
活
動

を
さ
ら
に
飛
躍
さ
せ
た
い
と
考
え
て
つ
く
り
ま

し
た
。

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
「
人
間
探
求
の
大
学
。

地
域
に
つ
な
が
る
。」
で
す
。
セ
ン
タ
ー
の
三
つ

の
部
門
（
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
部
門
、

発
達
援
助
部
門
、

暮
ら
し
と
仕
事

部
門
）
の
活
動

や
、
イ
ン
タ
ー

フ
ェ
イ
ス
、
メ

デ
ィ
ア
な
ど
の

セ
ン
タ
ー
機
能

を
、
カ
ラ
フ
ル

な
レ
イ
ア
ウ
ト

と
楽
し
い
写
真

で
紹
介
し
て
い

ま
す
。
セ
ン
タ

ー
の
特
色
あ
る

活
動
の
一
端
を
、

ぜ
ひ
一
度
、
お

手
に
と
っ
て
ご

覧
く
だ
さ
い
。

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
（
無
料
）
が
ご
入
用
の
場
合

や
、
セ
ン
タ
ー
へ
の
ご
依
頼
、
ご
相
談
な
ど
、

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
お
問
い

合
わ
せ
は
メ
ー
ル
（chiiki@

tsuru.ac.jp

）
が

便
利
で
す
。

地
域
交
流
研
究
セ
ン
タ
ー
の

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
が
で
き
ま
し
た
！

７
月
２６
日
、
都
留
文
科
大
学
フ
ィ
ー
ル
ド
・

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
富
士
急
行
株
式
会
社
と
連
携

し
、
都
留
文
科
大
学
前
駅
に
プ
ラ
ン
タ
ー
と
メ

ダ
カ
の
水
槽
を
設
置
し
ま
し
た
。
駅
を
「
自
然

に
親
し
む
入
口
」
に
し
よ
う
と
い
う
試
み
で
、

プ
ラ
ン
タ
ー
に
は
、
チ
ョ
ウ
が
吸
蜜
に
訪
れ
る

ヒ
ャ
ク
ニ
チ
ソ
ウ
や
ブ
ッ
ド
レ
ア
を
植
え
て
あ

り
ま
す
。
全
国
的
に
数
が
激
減
し
て
い
る
メ
ダ

カ
（
県
産
）
も
構
内
に
展
示
し
ま
し
た
。

ま
た
駅
舎
内
の
待
合
室
に
は
、
大
学
や
沿
線

の
自
然
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
も
設
置
し
て
あ
り

ま
す
。
こ
の
パ
ネ
ル
は
１
ヶ
月
ご
と
に
更
新
す

る
予
定
で
す
。

こ
れ
ら
の
パ
ネ
ル
は
、
博
物
館
学
芸
員
資
格

コ
ー
ス
の
授
業
と
も
連
携
し
て
準
備
し
て
き
ま

し
た
。
チ
ョ
ウ
が
訪
れ
る
花
や
県
産
の
メ
ダ
カ

は
、
本
学
の
附
属
図
書
館
ビ
オ
ト
ー
プ
で
も
育

て
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
駅
を
拠
点
と
し
た
エ
コ
ツ
ア
ー
な

ど
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
都
留
文
科
大
学
前
駅
を
ご
利
用
の
さ
い
に

は
ぜ
ひ
一
度
、,

構
内
の
展
示
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

都
留
文
科
大
学
前
駅
を

自
然
に
親
し
む
入
口
に
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